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こうだったらいいなを
叶える働き方

酪農家と組合員の思いが
形となったパスチャライズド牛乳 2024 年1月1日、石川県能登半島をマグニチュード 7.6 の大きな地震が襲いました。多くの家屋やインフラ

が破壊され、石川県内での住宅被害は 8万戸※に達し、多くの方が避難生活を余儀なくされました。
生活クラブでは、職員による現地支援を行ったほか、緊急カンパを呼びかけ被災地に届けました。

換えでないものを選別するなど、一般に比べてコストがかかります。
しかし、飼料価格の高騰やコロナ禍からの牛乳の需要減などにより、
酪農家の経営は悪化しています。生活クラブでも牛乳を飲む量が
減り続け、24年 9月現在で前年比90.1％（900ml 牛乳 配送のみ）
の中、飲む人を増やすことが急務です。

まだ飲んでいない人に知ってほしい！ 私たちの牛乳
牛乳本来の風味を残すパスチャライズド牛乳には、新鮮で質のよ
い原乳が不可欠です。指定酪農家は、生菌数、大腸菌群数など
一般より厳しい基準をクリアするため、牛の健康状態に気を配り、
牛舎の環境を整えるなど努力を続けています。飼料も遺伝子組み

　1月の発災直後は、とにかく命を守るための支援物資を届ける活

動からスタートしました。消費材や職員派遣の支援も本当にありが

たかったです。「添加物の少ないものを」という希望があり、支援品

の調味料でつくった炊き出しは「おいしい！」と好評でした。

　4月からはすこしずつ仮設住宅への入居も始まり、自宅の損壊が

少ない人は在宅避難になるケースも出てきました。しかし、行政の

支援は避難所にしか届きません。避難所に行けば物資を受け取れ

ますが「家のある自分が…」と行きにくい。また、自宅の水道が使

えない方も多数います。行政は、地域の水道管を修理し「断水解消」

としていますが、そこから自宅までの配管修理は自己責任。そうし

た世帯へ支援物資や水をお届けしています。行政の支援では優先順

位がつけられてしまいますが、そうした線引きを取り払えるのが、

民間の良さだと考えています。

　これから必要なのは、一人ひとりに寄り沿った支援です。被災さ

れた方は、経済状況も年齢も異なり、状況に合わせて将来を検討

する必要がありますが、それを自分だけで考えるのは難しい。そこで、

個別相談をすこしずつ受け付けています。在宅避難しているけれど

自宅の強度が不安という方も、建築士に相談しアドバイスを受けら

れれば、一人で抱えていた胸のつかえがすこし軽くなります。

　でも、被災地では自分から相談ができない人が多いのが現状な

んです。大きな被害を受けている人を見る中で「自分なんて」と遠

慮してしまう。その時は、こちらから押し掛けるのではなく、声が

出せるよう「待つ」ことが大事です。伴走型支援として、ずっと隣に

いる。相談したい時に、ちゃんと声をキャッチできるよう、活動を

続けています。

カンパへのご協力ありがとうございました

能登半島地震
復興支援
報告

いのちを守る緊急支援
暮らしの再建まで

能登半島地震の復興支援のため、生活クラブ連合会全体で組合員にカンパ協力を呼びかけ、東
京からは、1,764万 8,654円（配送組合員から34,670 口 1,733 万 5,000 円、デポー店頭
では 313,654 円 ) のカンパが集まりました。連合会全体では、組合員や提携生産者のみなさん
からあわせて 8,543 万 3,449 円のカンパ金が集まり、支援物資の提供や、見舞金・義援金・支
援金への寄付、共生地域創造財団など中間支援団体への支援金などに活用されています。

被災地への職員派遣
コープいしかわの応援要請を日本生活協同組合連合会が受け、全国の生協に支援が呼びかけられ
ました。生活クラブ東京からも、2月～3月に職員 6 名を現地に派遣し、全国から集まった生協職
員とともに、組合員の安否確認、配送支援などを行いました。
また、1月～ 3月にかけて、避難所への物資搬入支援として、公益財団法人 共生地域創造財団
に職員 2名とトラックを派遣。生活クラブの飯能デリバリーセンターから金沢市に届けられた
支援物資を、被災地の避難所に届けました。

声にならない声を受け止める―共生地域創造財団の伴走型支援
2011年の東日本大震災の発災を受け、NPO 法人ホームレス支援全国ネットワーク・グリーンコープ
共同体・生活クラブ連合会が母体となって発足した共生地域創造財団は「伴走型支援」をコンセプト
として、全国で災害支援および地域づくりの事業に取り組んでいます。
能登半島地震発災直後から現地に入り、支援を続けてきた吉田菊恵さんより、いまの能登半島の状
況を伺いました。（8月現在） 公益財団法人 共生地域創造財団

事務局長
吉田菊恵さん行政の手の届かないところへ支援を届ける

か
ら

コープいしかわの配送センターに全国の生協職員が　
支援に駆け付け、組合員への配送を継続しました▶

生活クラブの車両で輪島市の　
公民館へ支援物資を届けました▶

　9月 21日、復興途上の能登半島を豪雨が襲い、甚大な被害が出ています。被害にあわれたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます。
　共生地域創造財団では、震災後の支援に加え、引き続き豪雨被害にあわれた方々の支援に取り組んでいます。

※内閣府「令和 6 年能登半島地震に係る被害状況等について」より人的・住家被害等の状況（8月 21日現在）参照


